
０

ず
た
、
さ
り
げ
な
く
受
け
と
め
て
Ｖ
尺
の
で
あ
る

舵
亜
之
ぼ
後
年
、
李
謬
と
い
う
青
年
が
落
第
」
く
江
陵
に
帰
一
ろ
う
と
す
る
と
ま
「
詩
仮
亭
」
Ｉ
李
膠
秀
了
乏
堂

暮
』
と
い
う
文
章
乏
薑
き
、
等
の
中
で
李
寶
更
三
乏
田
痘
這
こ
Ｔ
い
ろ
⑦
何
，
膠
か
震
を
翌
尽
背
、
せ
る
Ｆ
う

弱
の
と
蚕
李
霞
ほ
こ
今
歌
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
㈲
誰
仮
も
会
い
た
く
な
か
っ
た
．
酒
乏
く
ん
で
送
ろ
う
と
い
う

う
硬
吹
も
人
ず
て
一
卜
こ
と
わ
う
で
・
し
砿
ん
一
は
″
長
嘆
正
立
ち
去
っ
た
。

ｇ令

『
易
た
ひ
の
沈
亜
之
の
落
淳
に
別
細
⑦
帯
量
つ
く
、
ら
ぼ
か
つ
灰
⑦
尽
偏
の
つ
ら
さ
を
恩
い
や
フ
沢
か
ら
だ
フ

ゥ
た
ぞ
の
や
き
Ｌ
ざ
に
感
じ
灰
の
了
亜
之
は
ま
廷
乞
さ
ら
に
送
詩
を
求
め
辰
の
た
。
苧
⑦
事
情
量
詰
る
の
ｆ
→

が
亭
女
の
「
ね
ギ
、
ら
う
銭
し
酒
も
な
Ｖ
」
と
「
わ
ん
ご
弓
に
莞
、
フ
」
〃
の
だ
、

琴礼郁Ⅶヅヘい蛇泣で、あゞ
一ｔも官員にちがいなく友を送る酒何くらい口予の気吹な得糾

鱈ろごとびできた何すてある。いく-勺ぺ《表の日の悲しく、を尾こぐｔ、しかし、《ユ北そぅだ弓うへ●琴

ず
ら
と
い
う
の
ほ
．
津
長
の
友
に
対
Ｌ
７
ｎ
い
う
く
ま
ご
と
ば
て
な
く
、
莞
ご
下
舗
と
酒
と
の
せ
い
に
し
て
み
て

た
鯛
だ
。
し
か
し
、
別
舸
⑦
こ
と
ば
乏
勿
”
へ
Ｆ
立
ち
吾
フ
辰
亜
之
に
、
二
と
何
通
り
酒
乏
出
さ
承
〃
っ
辰
・
と
言

え
る
こ
と
、
い
ら
ぬ
。
酒
な
ど
ほ
ど
う
て
処
歩
く
送
る
も
の
の
式
〃
・
け
な
い
や
さ
し
さ
蓬
・
透
令
桝
ろ
池
の
何

入郷識司菫

無印自湛悲

郷卿忍相悶

鏡中婁疾姿

ふ
ろ
さ
と
に
入
ろ
は
よ
け
桐
ど

一

口

ｂ

と
し
季
ひ
と
ほ
闇
、
Ｚ
卜
延
び
ず

ｌ↓銭
の
う
ち
広
狭
啄
ぴ
ざ
ん

丁瀞
だ
の
印
写
字
ぞ
蓮
し
毒

ヘ‘曇

、
｡

-鍵，



剛 綱 嚇 鯛 鯉籾 門Ｉ 臨 醗 伽 可
詩
才
だ
か
ら
と
文
中
で
い
う
Ｔ
い
る
河
む
し
ろ
落
雰
の
人
を
送
る
立
場
仮
な
う
て
李
覺
の
や
ま
し
天
「
が
小
Ｖ

仁
甦
〃
、
莞
の
承
っ
ひ
し
さ
び
服
前
の
李
豚
へ
の
あ
た
展
か
い
尾
い
や
リ
と
な
う
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

腱

李
窒
詩
校
釈
李
嘉
言
語
言
与
文
学
一
空
一
言
年
古
詩
初
探
古
典
文
学
虫
版
社
一
九
五
七
年

率
窒
弓
跣
喜
李
簔
室
当
代
評
論
一
九
回
○
年
古
詩
初
孫
同

し
う
ひ
と
つ
の
詩
句
学
宙
粍
本
尭
太
郎
由
国
詩
人
達
蒙
二
集
澆
二
巻
付
録
一
九
六
二
一
年
六
月

、三．凡ぃ一玖号的ローｎプ方「烏了ｉ『乎岬肘側一代ｅつめい、。-３『三ゴー度．畷幻心わづ普心フ迂一ぐ応芝斤芳へ詳一算一婆心力心一ｐ一Ｊし垂ずい可-

錨講器黙亜鱈鋤読簾鑓・諦譲漂悪畿謡琴一大六ハ三一月

李
鐸
感
誤
詩
簔
二
首
及
其
英
訳
笥
毒
現
代
文
学
お
号
一
九
六
八
年
十
一
月

富
姪
の
歌
ｌ
李
賀
と
「
舂
昼
」
Ｉ
草
森
紳
一
別
冊
現
代
詩
手
帖
司
宗
鏡
花
」
一
汀
七
二
年
一
月

李
舅
論
銭
木
修
次
喜
（
請
人
論
下
巻
風
出
版
一
九
七
一
二
奪
回
月

篁
森
評
伝
Ⅱ
。
〃
（
塞
郊
⑦
客
ｌ
婦
人
の
突
声
Ｉ
）
現
代
詩
手
帖
一
九
七
四
茸
一
戸

中
国
文
学
史
吉
川
幸
次
郎
述
・
黒
川
洋
一
編
岩
漉
童
屋
一
九
七
回
鐸
十
月

拳
篝
研
究
一
○
号
一
九
七
回
年
士
一
月
独
吟
聯
句
昌
谷
詩
（
叩
〉
法
華
餐
薬
菫
愉
品
社
瑛
彰
篭

静
夫
織
楚
辞
与
樗
伽
朱
舞
零
刊
落
凡
雷
量
喜
吉
五
百
宣
城
本
劫
灰
飛
軍
学
長
吉
賞
書

李

賀

文

献

目

録

橋

㈲

一書

垂

ニヨ四割．一
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沙
李
毒
文
献
目
録
穂
（
ご
後
罰

陥
草
森
評
伝
Ⅱ
凶
一
江
竺
室

榊
同
ｎ
．
兜
一
九
七
五
年
一
一
月

筋
同
ｎ
・
訓
一
九
七
五
茸
三
月

敦
年
前
、
図
書
龍
下
、
防
箇
庁
防
衛
研
修
前
戦
史
室
の
著
作
で
あ
る
『
戦
史
叢
書
』
乏
見
、
そ
の
車
ひ
ら
司

号
作
載
帥
河
爾
の
会
戦
』
㈹
一
冊
乏
抜
妾
出
Ｌ
了
読
ん
で
み
涙
こ
と
か
あ
る
。
李
貨
の
家
居
の
地
昌
谷
が
こ
の
鐵

火
の
な
か
で
ど
う
な
う
穴
か
．
と
思
う
派
か
ら
て
麻
ろ
。
昨
日
、
こ
⑦
本
乏
借
り
出
し
淀
．

「
畠
谷
一
の
名
け
、
こ
の
本
に
、
出
て
い
な
い
。
清
代
に
す
で
に
莞
の
名
の
村
蕗
ぴ
な
か
つ
涙
よ
-
ラ
だ
か
、
勺

帯
洞
は
当
然
だ
。
し
か
し
宜
陽
の
西
南
の
三
郷
-
と
い
う
地
名
が
し
ば
Ｌ
は
見
え
莞
Ｑ
東
端
の
渓
谷
が
昌
谷
と
い
ぅ

獅
李
弩
研
究
一
一
号
一
九
七
五
年
四
月
畑
野
逗
子
「
詩
飼
威
勤
に
つ
い
て
」

李
神
符
薑
誌
「
季
神
通
」
補
遺
二
○
世
躯
の
李
麗
（
五
）
朱
宮
清
・
漆
山
又
両

附
会
⑦
大
会
筆
青
織
熊
放
斎
漫
録
（
上
）
正
誤
後
託

悶
牽
森
評
伝
Ⅱ
《
弱
一
九
上
五
年
五
月

榊 悶 肌

周
Ⅱ
調
一
九
上
五
年
四
月

牽
森
評
伝
Ⅱ
《

周
Ⅱ
、
升
一

一
九
回
回
年
五
月
十
六
日
の
八
昌
谷
Ｖ

九
七
五
年
六
月

侭 九七五年一
月

つ
い
て
」
北
中
寒
李
寿
喜
美

漆
山
又
皿
郎
等
愚
与
聯
建
牽
強

唾／

尋包飼。．Ｎ
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こ
の
臼
午
後
．
一
大
侯
や
や
回
復
し
て
恢
我
の
飛
行
機
が
獄
場
仮
沽
動
し
洛
河
河
谷
お
よ
び
洛
陽
上
空
で
は
、
識
ｌ

鬮
瀞
の
空
中
戦
し
栗
う
洞
産
情
報
一
卜
鈩
緬
甸
菫
棗
軍
何
な
お
続
々
西
方
に
退
却
中
で
籍
に
宜
暘
Ｉ
洛
寧
ｌ
賓
刊

武
道
に
は
配
兵
お
よ
び
車
両
葦
貢
す
る
大
綾
隊
か
豊
欧
五
回
に
向
か
う
了
い
ろ
櫻
様
で
あ
う
た
夕
刻
⑦
空
中
７く

偵
察
で
は
洛
奪
を
中
化
と
す
る
東
西
地
区
Ｅ
マ
の
大
縦
隊
が
認
め
、
今
伺
た
津
十
一
一
軍
は
こ
の
日
、
長
水
鎮
（

洛
寧
西
芳
二
一
粁
）
付
近
溢
路
口
お
Ｆ
び
ぞ
⑦
西
顛
方
鈎
工
へ
軒
の
童
寺
集
付
近
に
重
凄
軍
乏
圧
迫
學
賞
す
る
よ

淌建肝鯛鱸羅謙夢圏蔑潟轌謁縮鶏鰕課脈剛鵡服騨羅乢叩

出すろ，
一
九
囮
四
年
，
寸
な
ｈ
ち
日
本
の
昭
和
十
九
耳
、
中
華
拭
国
色
一
一
士
一
三
、
五
月
土
〈
日
聿
士
一
軍
長
水
鎭

輪泣追琴なろＬ⑦が行わ桐た，同書皿五四Ｉ皿六一ぺ１斗ンな夙にあ了弓椥ろ。そ一石ら〃し抄

今

こ
と
ば
杓
か
つ
で
い
ろ

た
の
ギ
あ
る

一
戦
車
葬

二
津
百
十

一
戦
車
等
三
師
団
、
騎
兵
浄
皿
旅
団
は
前
仕
務
銃
行
・

二
津
百
十
師
団
は
蔵
の
北
方
お
よ
び
西
方
脱
出
芝
阻
止
す
る
ぶ
つ
に
急
追
し
、
王
力
走
も
う
て
北
方
か
堂
蔑
寺

票
-
洛
奉
付
近
洛
河
河
谷
仁
敵
を
圧
迫
響
減
す
る
。

一
二
津
六
十
二
師
団
は
窪
陽
付
近
の
攻
鑿
に
仕
じ
た
部
隊
乏
す
み
や
奄
卜
主
ガ
に
合
流
ざ
廿
主
々
を
も
う
で
洛

淘
奮
産
江
鷺
患
蟷
Ｌ
菫
寺
焦
付
近
縊
路
ロ
に
敵
を
圧
迫
鐘
嵐
す
る
。

。

⑥

畠恋

̅

’



莚
載
壷
壼
一
罰
団
洛
毒
鬘
琴
隊
灯
凄
村
陣
地
を
妻
殻
す
る
や
。
！
夜
間
Ｉ
室
進
乏
続
け
、
土
へ
日
ハ
壁
一
子
分
轄

減
崇
方
地
区
Ｆ
進
出
し
涙
。
藷
城
東
万
一
粁
付
近
仁
は
半
永
久
察
城
⑦
既
設
陸
地
が
あ
り
、
重
亭
妄
乏
激
見
ｋ
辰

：Ｉ東轄城東端の碇宍から猛射を受けたが：：更一卜葵進Ｌ-；-：重慶軍何潰走し這藝痔は崇轄城か

ら
轄
城
黒
大
人
Ｌ
了
轄
城
西
端
に
兵
力
を
焦
総
Ｌ
た
。
菫
凄
軍
は
面
北
方
山
埖
に
向
か
い
蘆
表
し
た
か
道
路
上
の

掌
一
手
上
師
団
浴
室
洪
進
豚
は
索
此
方
遥
か
仮
椀
声
逗
闇
キ
ラ
フ
ヒ
時
竹
鬮
濱
を
出
麦
蘇
陽
を
姪
了
洛
河
２

河
谷
を
西
進
し
た
。
：
：
十
五
時
洛
宝
壼
側
で
約
一
○
○
○
名
の
菫
・
辱
軍
王
琴
殻
し
て
荷
半
二
時
東
手
喬
仮
進

進 諭
し ，

鰯
雲
一
千
七
師
団
側
主
力
乏
も
つ
重
訓
任
務
董
談
行
す
る
と
と
も
一
ト
ー
部
乏
楊
庄
付
近
に
前
遁
弍
登
壼
豚
挺
進

隊
の
稚
進
並
び
Ｆ
前
進
蝿
区
の
秀
敵
掃
藏
に
任
じ
さ
せ
ろ
。

に
軍
「
．
」
作
命
甲
潔
一
○
四
号
三
亨
一
ハ
ナ
一
雨
団
長
ハ
蓋
寺
票
附
近
二
敵
ヲ
建
這
琴
淵
セ
バ
機
ヲ
宍
セ

ス
所
要
ノ
兵
カ
ヲ
以
一
テ
苑
義
鎮
附
近
迄
実
進
三
プ
賦
敵
ノ
琴
遺
及
壷
氏
挺
進
隊
ノ
收
客
一
一
任
ス
ヘ
、
ン

前
日
沙
坂
頭
付
近
の
重
奏
軍
を
零
蔵
し
た
騎
兵
旅
団
は
、
十
六
且
〈
時
同
地
付
近
を
発
し
・
浴
河
首
岸
菱

凹
事
Ｉ
請
村
寮
Ｉ
戻
水
銭
道
逢
一
路
西
進
し
た
．
！
-
-
騎
兵
の
後
逢
追
・
フ
歩
兵
Ｆ
と
こ
く
・
迂
卜
追
う
た
山
々
か

ら
の
川
は
獄
い
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
三
’
五
粁
こ
と
に
現
れ
拘
る
谷
川
ｎ
幅
五
○
米
前
後
で
は
詞
ろ
が
、
前
日
ま

下
の
雨
で
水
量
を
増
Ｌ
-
一
行
軍
下
蕪
Ｌ
寺
、
ヲ
辰
将
兵
の
足
乏
冷
や
Ｌ
Ｔ
化
淀
よ
か
っ
天
が
-
濡
洞
涙
脚
絆
や
識
窪

刷
水
も
乾
か
ぬ
勺
弓
に
ま
た
次
の
谷
川
か
待
っ
て
い
る
状
逵
仮
何
か
え
-
て
疲
打
萱
増
し
た
の
て
あ
う
辰
・
正
午

前
、
蘇
陽
付
近
で
霊
一
千
七
師
団
洛
睾
挺
進
隊
と
会
い
更
に
イ
ハ
里
一
三
に
は
洛
毒
対
岸
塞
孑
付
近
左
通
過
函

Ｌ
／ミ
。

rと
伊

必．

念，
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五
月
八
日
龍
門
高
地
何
完
全
に
戒
略
さ
打
、
湯
更
伯
霞
の
西
進
部
隊
も
従
ら
に
伊
河
上
流
比
区
に
逃
疋
す
る

の
急
で
適
時
挾
琴
の
劫
票
董
莞
握
Ｌ
啄
か
、
徒
。
か
く
て
蒋
鰯
女
長
官
の
毫
下
軍
下
あ
る
値
師
洛
陽
お
よ
び

￥
の
以
西
地
区
に
両
ろ
大
軍
は
．
非
常
に
脅
威
を
受
け
教
練
を
新
た
に
整
理
す
る
の
や
む
ぼ
き
仁
至
７
た
。
す
な

わ
ち
葬
十
五
軍
（
葬
六
皿
壼
ハ
五
師
）
と
葬
九
皿
師
を
孔
７
Ｔ
洛
陽
左
死
守
で
、
廿
・
堯
皿
集
団
軍
（
穿
三
十
八

扉
九
十
六
壷
）
を
轄
城
、
露
地
鈍
区
に
隼
結
Ｌ
-
圭
展
劉
蹴
宴
団
（
璽
鍋
津
皿
軍
）
壷
宜
湯
か
ら
偏
薩
此
区
に
杓

た
″
崇
鑑
し
了
電
光
か
ら
分
か
打
元
洛
陽
お
よ
び
洛
寧
に
進
琴
了
ろ
日
本
軍
⑦
側
面
戒
琴
に
あ
た
、
信
廿
灰
。
Ｌ
か

し
：
：
劉
散
兵
団
は
．
：
服
賀
に
双
琴
を
受
け
や
む
な
く
逐
次
南
方
に
向
か
う
了
移
動
せ
￥
葛
乏
得
転
ひ
う
辰

同
時
に
露
地
付
瞳
⑦
新
綿
窯
八
重
も
西
方
阪
県
方
向
に
移
動
し
た
．
”
！
Ｉ
河
南
西
方
山
地
肺
、
物
資
不
足
一
ぐ
軍
目

⑦
給
善
十
分
Ｔ
な
く
-
蒋
県
文
軍
⑦
摘
揮
統
帥
は
乱
桝
ろ
仁
至
７
た
。
日
本
軍
は
、
こ
の
機
に
束
じ
寅
進
Ｌ
来
た

り
》
逐
パ
十
皿
日
宜
陽
、
十
六
日
轄
賦
、
十
七
日
洛
軍
．
十
ハ
日
依
県
と
相
次
い
で
攻
略
べ
、
荊
妻
に
大
乞
に
池

轍
漬
か
ら
み
て
．
な
お
槐
兵
を
有
す
る
も
の
と
判
断
べ
一
例
た
。
‘
-
；
！
飛
行
機
り
う
次
の
通
報
芝
等
領
し
た
。

一
三
郷
鎮
か
ら
面
長
水
銀
仮
杓
灰
″
難
重
車
両
続
々
と
し
一
く
退
却
中
な
り

二
戻
水
鎮
脚
面
に
お
い
て
も
退
却
中
の
部
隊
多
し

追
籔
隊
（
捜
索
隊
）
画
引
き
続
芸
追
琴
Ｌ
Ｔ
夕
刻
三
獅
鍾
仁
入
り
、
さ
皇
｜
卜
洛
享
に
祠
か
可
だ
《

０

１
二
軍
ｎ
．
五
月
二
十
日
壜
風
ま
で
娃
掌
Ｌ
-
方
面
軍
命
令
に
よ
り
洛
陽
威
琴
に
転
ず
る
，
同
鬘
芸
三
一
、

五
一
画
や
Ｉ
ジ
に
二
⑦
五
月
中
、
一
卜
旬
の
中
国
側
記
録
（
杭
鼓
瀬
喫
）
の
要
旨
が
掲
試
べ
現
ろ
《

皇雲

̅
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一 ●

二
朏
局
の
記
事
か
ら
想
像
す
る
の
瞑
こ
の
年
の
五
月
中
旬
に
は
く
昌
谷
ｖ
の
住
民
は
逃
亡
し
、
鶏
犬
池
ま
辰

姿
を
潤
し
、
飢
え
汀
逃
猟
ろ
中
国
軍
を
、
や
は
〃
飢
え
た
日
本
軍
か
追
う
、
儂
醗
な
戦
場
Ｔ
あ
う
海
浜
う
て
両
ろ

託
塞
仮
何
此
図
か
つ
い
て
い
る
が
．
ｈ
涙
し
か
剃
り
派
ｒ
山
の
名
や
川
の
為
口
ほ
と
ん
ど
貝
え
め
、
し
か
し
、

わ
た
し
の
・
千
＄
と
吠
而
ろ
中
国
の
地
図
の
ど
、
ょ
″
も
、
宜
陽
か
ら
西
へ
蘆
一
風
ま
で
の
雌
名
主
多
く
記
し
て
い
ろ

〃
ら
-
等
こ
へ
宜
陽
県
志
雁
記
載
イ
和
ろ
山
名
川
名
圭
逗
嫁
Ｌ
な
か
今
加
え
で
ゆ
く
黙
し
閃
が
あ
る
、
宜
陽
県
志

ソ
）
い
う
の
何
-
一
九
六
七
年
の
加
月
に
『
宜
陽
嘱
志
』
（
光
緒
辛
巳
絞
修
、
宣
揚
県
蔵
板
）
か
今
抜
き
薑
壹
Ｌ
穴

わ
淀
Ｌ
の
／
Ｉ
卜
を
き
す
の
で
も
ど
の
『
宜
暘
県
志
』
を
貝
に
い
、
た
ら
、
さ
ら
に
気
づ
く
と
二
男
か
多
か
ろ

う
と
隠
勺
が
、
そ
和
口
守
辰
循
の
豪
し
み
豚
包
亡
て
お
く
．
春
三
は
騨
地
で
次
の
よ
う
な
記
事
か
あ
る

皿
至
察
へ
洛
陽
予
て
忙
十
塵
（
『
高
里
、
濱
⑦
里
だ
か
ら
斜
害
新
字
原
付
誌
に
ま
れ
ば
五
七
六
メ
ー
ト
ル
．

な
お
唇
例
一
望
何
五
五
九
-
ハ
ソ
ー
ト
ル
た
そ
う
だ
か
ら
．
一
里
で
一
六
・
一
貢
ｌ
ト
ル
の
差
か
編
ろ
ご
と
に
毎

ろ
）
・
西
㈲
へ
永
事
城
壬
て
百
一
十
里
．
南
へ
嵩
県
城
予
て
百
二
十
里
。
北
へ
新
窪
城
予
て
五
十
里
。
（
洛
陽
か
ら

宜
陽
予
て
皿
Ｏ
三
一
王
ロ
、
宜
陽
か
ら
永
毒
ま
で
六
三
、
三
六
キ
ロ
”

八
道
索
道
回
城
〈
宜
暘
県
砿
い
二
と
）
々
室
一
十
五
里
ご
凹
凹
キ
ロ
）
の
篭
馬
材
の
索
半
壁
口
か
り
了

洛
陽
県
扉
に
入
る
”
面
喧
は
城
マ
レ
〃
一
百
聖
一
、
五
七
六
キ
ロ
、
例
潟
庄
了
永
睾
県
界
一
心
交
更
可
畜
。
菌
喧
は
城

か
毎
ｍ
十
五
軍
貢
：
五
九
一
聿
這
の
銅
苗
打
⑦
南
五
里
ご
Ｔ
ハ
ハ
キ
ロ
）
何
ケ
〃
て
鴬
県
卑
パ
入
る
。
北

撞
何
城
ぞ
宜
干
迩
里
壹
回
‘
Ⅲ
キ
ロ
、
の
北
瀧
村
の
派
玉
里
ほ
か
〃
て
罫
珪
県
界
卜
入
る
。
顛
狐
埴
阿
峨
沈
②

迫
？
た
の
一
ぐ
一
千
日
に
は
藍
氏
も
遂
に
守
儲
達
放
棄
す
る
に
至
っ
た

鯵

？

◆

０

０

９

両》
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奎
菫
-
遅
震
ゞ
走
人
壬
打
桔
雲
Ｊ
逵
止
謹

錯
山
亀
山
半
窒
山
畜
金
山
金
昇
山

鑿
霞
山
鍼
の
東
顧
佃
十
里
室
三
一
○
皿
キ

娘
八
山
か
ら
鶴
に
末
、
一
Ｉ
．
こ
こ
で
休
憩
し
た
と

石
墨
山
公
山
馬
齢
山
神
船
山
鳳
凰
山

錆
辱
山
城
南
散
武
（
武
何
号
と
周
唱
で
舟
は
一
六
メ
ー
ー
ハ
た
が
諺
武
と
ｒ
っ
⑦
、
つ
い
〕
マ
こ
に
と
い

●
力
ぽ
い
高
主
観
的
心
表
現
灰
）
・
ぞ
い
暴
高
側
が
玉
符
奉
罹
『
憩
志
』
〈
河
南
逼
エ
ペ
亨
乞
の
瓠
用
）
錦
昇
山
、

直
腸
県
南
門
外
一
卜
嗣
Ⅲ
崖
⑦
畝
后
亨
三
｝
》
仁
厘
享
Ｌ
Ｔ
各
五
弱
気
派
、
莞
⑦
中
て
延
茎
，
と
Ｌ
て
特
出
す
る
一
琴

丘
玉
桂
峯
延
写
す
ヱ
ー
，
下
に
烟
需
亭
の
轌
趾
か
あ
る
。
（
鏡
扇
山
何
乗
西
、
卜
＋
二
琴
・
索
か
う
い
一
-
し
・
一
、
桃
柱
、

菫
菫
-
煙
霞
ゞ
圭
へ
王
狂
袴
雲
・
沓
山
塞
学
文
簔
、
噴
碧
-
太
獅
夕
陽
）

錯
山
亀
山
半
窒
山
畜
金
山
金
芽
山
試
誌
山
寿
暖
山
黄
山
誌
山

鑿
霞
山
鍼
の
東
顧
四
十
里
室
三
一
○
皿
キ
ｇ
に
あ
る
伝
え
て
ば
闇
⑦
霊
土
の
子
⑦
言
か
仙
人
一
卜
方
〃

張
氏
山
か
ら
鵠
に
末
、
一
Ｉ
．
こ
こ
で
休
憩
し
た
と
い
，
フ
“
今
は
高
山
と
ま
ぶ
。

１１
ろ 山
斗＝す
のノーミ
た.ll」
I うぃ
蚕 雌
書 派
一k-／§と

脚 力
〃 ０

ヘ ノ ラ
グ ○

》
《
士
力
里
の
延
赦
で
洛
陽
県
界
に
秀
叉
寸
毫
東
嗣
這
は
城
冴
コ
カ
十
里
二
八
、
ハ
キ
ロ
）
⑨
才
僅
必
東
一
里

Ｔ
嵩
啄
堤
卜
入
吾
面
抓
ゞ
道
は
城
か
ら
兆
十
里
（
五
一
ハ
皿
キ
ロ
』
の
謡
囎
て
沌
池
陸
ｘ
一
又
ｖ
毒
、

皿
す
た
川
、
酷
示
嘩
々
信
山
や
川
ト
ー
＃
い
て
の
託
亦
荷
豊
富
疋
。
名
前
淀
ｎ
脚
全
部
、
説
明
口
蝿
雲
と
尾
わ

０

黄
南
山
鍼
あ
西
十
ハ
里
（
一
○
三
莚
才
口
）
に
あ
り
．
上
に
謂
韓
篝
帝
廟
が
あ
る
。

小
富
春
山
城
の
面
ハ
＋
里
（
四
六
○
八
キ
ロ
）
ｚ
願
過
村
に
あ
る
。
徒
ず
臺
卜
．
山
、
議
過
材
の
南
に
あ

″
-
青
い
山
壁
が
椿
猿
と
し
イ
石
骨
か
む
表
出
し
に
万
、
て
い
ろ
。
上
仮
巌
子
陵
の
甑
が
あ
る
。
億
・
ス
で
は
篭

子
種
か
か
つ
了
こ
ゆ
村
芳
過
￥
″
だ
・
で
ぞ
⑦
名
が
つ
い
た
。
（
厳
孑
陵
厘
猿
漠
の
先
塗
市
の
少
毒
硝
代
の
再

光
八
か
帝
位
に
つ
く
と
腱
者
と
汀
ヲ
て
仕
欠
写
か
う
匠
）

密

へ

’２-５’ ７７５



- 一 幸

迂
几
山
一
名
、
石
藷
山
。
『
直
騨
記
』
に
い
う
-
藷
沓
神
辻
か
昇
天
し
几
（
肘
か
丘
お
し
ま
”
つ
ぎ
）
を
ご

（
辰
⑦
こ
し
了
い
、
派
。
あ
る
款
Ｔ
口
、
重
房
）
謬
蛾
⑦
二
と
で
彰
城
の
の
こ
し
辰
器
が
石
に
察
じ
形
が
塞
卜

似
て
い
た
莞
し
て
山
の
形
が
几
に
似
て
い
る
の
で
名
“
う
け
た
、
と
い
う
．
ど
ち
ら
か
正
し
い
の
か
わ
か
ら
ぬ
。

『
府
走
』
巻
九
山
川
志
に
。
陰
山
の
ま
た
東
、
宜
陽
と
毒
県
を
界
す
る
の
が
堂
几
山
す
暇
打
ち
妬
罐
当
一
名
宜

暘
山
・
『
山
海
綴
』
姑
濃
の
山
で
帝
立
が
死
ん
だ
。
￥
の
名
乏
虻
戸
と
い
う
、
変
化
Ｌ
て
量
亭
旱
と
げ
り
、
票
口
重

り
り
合
い
茂
同
黄
て
実
は
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
角
展
い
で
、
ご
綱
を
服
用
す
る
と
人
を
魅
惑
す
る
、
ま
た
名
勝
竃
、
ｊ

斌几山は宜陽の西九十里（五一、ハキ巳、一五が晋代⑦黄譲峨の弧鴇が瘻脱した上曲だ。様ず乃

石
Ｋ
、
辻
八
山
定
俗
ド
化
姑
山
と
い
う
の
何
、
『
山
海
経
』
の
妬
娃
⑦
山
の
ご
と
た
，
辰
た
経
に
、
軟
戸
返
す
ろ
７１

の
を
祷
人
が
載
几
と
し
た
。
戸
と
凡
は
ま
ざ
堀
や
す
い
牢
だ
。
『
水
鋒
汪
』
に
何
手
涙
な
机
産
す
る
の
だ
か
ら
-

稗
女
が
几
を
の
こ
し
て
い
う
辰
と
い
う
読
む
ぎ
、
と
伝
之
が
あ
る
の
だ
惠
今
。
名
勝
志
に
い
、
つ
よ
‘
ラ
〆
彰
蛾
の
汲

器が斐代Ｌたいたとすると迂几ぼ友吸茎すぺ寿だ三つ。西試逢並存Ｌイおく。『鴎含椎指』治水兇

は主た東流し漂谷水に合する。渠谷水は宜暘県南の女几山から出ろ．裁几山、いま県の面にある。２

『
晉
害
』
張
刺
伝
，
軌
何
少
年
の
ご
弓
か
ら
明
敏
好
学
で
同
鄙
の
室
南
誌
こ
宜
暘
の
立
几
山
順
隠
居
し
尽
扇

書』陀理庵、河南郡宜陽県に立几山かおる．『新唇書』地理志”河南密福昌県仮准几山がある．

『元和郡県志』河南府纒昌県に載几山がある。『文献逼考』翼地考。宗河南府福冒凛一卜堂八山が

あ
る
。
『
金
安
』
比
態
吹
。
河
南
府
⑦
宜
陽
県
と
崖
靹
切
福
昌
凛
に
愉
し
く
友
八
山
が
あ
る
『
朗
庚
』
鈍
琿
這

河閑府宜陽嘱の面に黄几山がある．『水経』の浴水性．渠蒼水卿宜陽の南の黄凡山から出一ｔ庫孔

流し丁雲中塙乏通る。左上はけ喜迩卜重畳する喧鋪で派烟が半ば垂舸山阜にかかヱーいろ、庇麺

趣

南》



塩
⑦
名
が
乞
う
ゞ
『
水
縦
』
伊
水
逵
七
谷
水
は
辻
八
山
の
南
の
七
渓
か
ら
出
ろ
。
山
上
に
面
王
母
の
詞
か
あ
る
．

索
流
し
で
伊
水
一
ト
注
ぐ
、
雲
谷
水
は
技
八
山
の
束
谷
か
ら
出
、
宗
へ
故
亭
王
逼
-
て
顔
崇
流
し
イ
．
伊
水
に
入
る
．

雪
々
翼
紀
要
』
宜
陽
県
の
技
八
山
は
原
の
面
九
十
里
一
卜
あ
る
。
（
こ
の
あ
と
に
金
の
一
元
好
閣
の
。
-
竹
禅
院
訳
」

鱈
の
李
濤
の
「
諒
舎
神
辻
廟
」
影
而
祓
あ
「
浴
水
撫
」
逢
引
害
、
、
織
者
⑦
次
の
秦
諾
が
あ
る
）
稜
ず
ろ
瞑
友
几

山
何
県
面
三
郷
鎮
仮
あ
り
、
洛
河
の
顔
で
、
一
二
郷
の
漢
山
と
相
対
し
て
い
ろ
。
ま
た
旧
志
の
堂
凡
山
に
つ
い
で
考

え
一
く
鼻
ろ
の
に
、
塩
騨
罰
を
引
く
も
②
阿
県
存
勺
の
距
厳
を
し
ろ
さ
め
．
い
ず
元
和
志
に
脚
ろ
と
福
昌
県
西
顛
三

十
皿
毫
卜
寓
ろ
へ
と
い
つ
。
逼
志
、
方
喫
躯
雲
は
宜
暘
県
面
九
十
里
に
あ
る
と
い
、
フ
、
里
数
か
す
ご
し
ち
ゃ
っ
。

し
か
し
-
元
和
志
の
福
昌
何
唐
の
県
で
《
房
具
城
の
耐
六
十
五
里
。
予
打
な
ら
ば
題
志
、
方
騨
郷
婆
⑦
い
、
っ
県

西
九
十
里
卜
あ
蚕
と
照
っ
⑦
ば
間
違
い
ぽ
い
の
だ
。
山
に
、
仙
人
諾
峯
が
あ
り
元
這
出
×
焦
一
卜
見
え
蚕
の
で
摘

鉾
し
た
、
ま
た
旧
走
左
考
え
て
鼻
ろ
の
に
広
騨
試
の
白
瀞
香
神
女
の
ご
と
丘
引
く
⑦
は
怪
誕
←
卜
喧
ぃ
。
し
か
し
害

の
李
窒
の
昌
谷
詩
竺
穴
註
に
』
武
后
の
巡
幸
路
、
浦
舎
押
迂
顛
中
の
路
ワ
〃
・
守
屋
昌
谷
と
黄
几
と
請
阪
あ
い

一
郎
吋
山
阿
即
君
藺
舎
神
な
上
昇
の
側
な
り
。
愛
几
高
〃
、
と
い
，
っ
。
唐
代
仮
す
て
Ｆ
こ
の
よ
う
乃
款
が
あ
う
尺

の
だ
．
杜
廟
沓
の
「
乏
何
管
雪
の
孝
舵
傅
中
に
貝
之
詩
人
学
士
が
つ
わ
依
引
い
て
吟
詠
の
助
け
と
す
る
二
戸

承
け
、
山
阿
師
君
葡
舎
神
立
上

の
だ
．
杜
廟
沓
の
こ
と
何
管
雪

ま
た
相
似
穴
た
く
い
た
る
、
フ
か

湊
山
三
郷
霧
⑦
北
仁
あ
以
古
柏
が
蒼
畷
と
し
で
、
後
湊
⑦
先
試
帝
の
廟
か
あ
る
。

禁
霧
山
鍼
西
六
十
里
の
鴬
察
村
一
卜
あ
る
。
接
ず
ろ
に
漂
騒
は
今
の
神
危
村
だ
。

Ｉ

白
馬
山
城
面
ハ
十
里
に

岳
項
山
托
票
山
倣
山

減
価
ハ
十
里
に
あ
り
、
金
門
山
と
相
檬
寸
舂
。

-
向

へ
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水
試
涛
洞
三
雷
洞
九
山
洞

へｍｆも）

白
馬
尭
水
鍼
西
ハ
十
旱
あ
三
郷
索
の
竹
閣
寺
か
ら
面
顔
流
し
一
ｔ
洛
水
に
入
る
．
『
水
謹
荘
』
白
冨
諾
水
は
宜

陽
山
か
冷
出
ろ
、
澗
に
ｎ
大
キ
左
石
が
あ
り
そ
の
き
ず
が
電
卜
似
了
い
ろ
・
だ
か
ら
賂
澗
は
そ
へ
易
物
ア
巴
脊
祉

っ了名銅うけら椚天αだ。滞水はまだ束南派ｋイ浴水広注ぐ？『・府だ』塔水。また索しマ宜陽に入

り
石
弓
『
白
馬
稀
水
と
合
す
る
・
淀
ず
そ
卜
白
馬
露
水
は
今
は
涼
谷
水
一
ｔ
勗
壹
宜
蝪
凛
面
八
十
里
仮
あ
る
。

昌
澗
水
鐡
函
ハ
十
里
璽
二
郷
鎮
の
東
で
す
な
わ
ち
昌
谷
水
で
あ
る
。
昌
谷
水
は
訣
州
か
ら
源
出
し
、
連
皇

宮
の
顛
遼
通
う
マ
浴
水
一
卜
入
る
。
『
水
経
』
洛
水
は
手
民
家
流
し
・
陽
市
の
邑
南
逢
過
ギ
詩
昌
澗
に
注
ぐ
．
昌
澗

水
は
面
北
の
宜
暘
山
か
ら
出
了
宗
南
京
ｌ
宜
陽
の
故
郡
の
南
乏
通
る
北
と
の
陽
市
の
邑
で
あ
る
。
ご
椚
け
池
と

郡
山
奉
山
露
宝
山
衷
頂
山
塞
肺
山
香
噛
山
五
歳
山
鍾
花
頂
山
難
冠
山

方
婆
山
纈
保
の
南
に
あ
り
、
山
下
に
壱
の
拭
后
の
興
索
富
の
放
趾
ぴ
あ
蔓

岩
山
檀
山
傅
山
犬
山
陰
山
大
喪
山
輪
頑
山
三
塗
山

金
門
山
積
驚
耆
』
群
国
志
ゞ
宏
濤
郡
宜
際
（
金
岡
山
が
易
〃
、
山
の
竹
で
律
管
を
つ
く
壱
．
陳
俊
再
大
司

馬
の
昇
藩
は
ど
）
と
⑦
〃
麦
、
つ
け
侭
を
弗
弩
大
将
軍
に
仕
寿
し
、
馴
一
卜
金
門
白
馬
の
歌
を
河
内
て
琴
涙
竜
昇
万

一
涙
乏
磯
フ
尺
《
注
。
金
門
し
白
馬
も
山
名
で
、
い
ま
の
発
州
禍
昌
県
の
面
一
卜
金
門
水
、
白
馬
水
ぴ
あ
ろ
。
産
ふ

ん．ご色一水Ｆ趣こ-仮鰔だから〉てつ名叫つけ涼⑦だ君うゞ

瀧
亘
山
礁
膿
山
鳳
凰
嶺
晨
野
窺
走
馬
嶺
磨
奉
坂
虎
頭
童
潤
公
洞
馬
盟
土
洞
棲
雪
洞
察

玉
洞
三
富
洞
九
竜
洞
榊
沓
洞
蘆
氷
洞
毒
公
洞
面
仏
洞

青
陽
洞
江
尻
山
蔭
ド
謁
叺
呂
謙
櫃
の
詩
に
見
え
ろ
。
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洛陽⑦都ひ韓篶治（學林省庁鮒在茂とい、つぼど⑦竜仁夙涙毒、つか）たつ届ご御付録に司卜汝幼

今
拭
天
。
昌
澗
水
何
ま
た
崇
南
流
し
て
浴
氷
に
注
ぐ
。
『
明
ま
』
鈍
理
志
。
永
琴
広
大
宋
川
か
あ
川
、
下
流
が
宜

水
で
あ
蚕
『
方
騨
都
雲
』
昌
谷
水
は
県
一
曲
九
十
里
に
あ
ろ
。
す
万
わ
ぢ
永
毒
⑦
刀
韓
川
で
あ
ぢ
．
吹
州
界
か
ら

原出し・家湧流ｔ了洛水に入る。『府走』洛水は手涙東流する。昌澗水が宗浄流ｌてこ抱卜注ぐ．

餅ぢ大館川・ずた宜水と孔いう-終ずろに、大宋川は一名錦陽川で宜陽の一合鵯の一曲広あり潅水

仮
入
る
．
『
水
繕
注
』
吹
昌
澗
水
何
一
合
鳴
山
を
通
３
．
と
記
す
の
は
ど
の
川
で
房
ろ
。

．
ｊ

杜
陽
諮
水
『
水
経
』
浴
水
何
ま
た
東
北
威
し
子
父
邑
の
南
王
過
ギ
莞
治
水
に
注
ぐ
。
社
陽
諾
水
億
一
合
搗
⑦
９
，

岸交通苫．一合鳰城は川北唇上広あり、一局バヘニ十ヌ、南・北・束の一二箱は天礒丁ある。（箱些は刀

穀倉をいうので砺弓-つが）ただ西側だけとりで董築いＴある．一合の名はぞこから芯？庵劉曜

が河南達成切ようとＬたｚキー雷の掛軍魏該び三辰逃げ灰。巡と⑦子父邑である。洛水は手た顔

し粒陽澗水之合する。杜瘍潤水ｎ面此の杜喝釡か-ら出了・家●南流ｌ一合塊⑦宗で梁谷水と合Ｌ、＄

乱流１丁東南Ｔ治水｛卜入る．『万騨忽要』刀韓州刷恢州界膳り源出し、赤亭をヘマ宜陽Ｋ星川治水久一

に入る。また昌谷水産いう△『符圭筐洛水阿また東し一合境の南を逼宅。杜腸詰水迩涙に正ぐ”

師寸刀霧川．灌蚕っに刀穰川は宜陽⑦二一郷撚の東原あり烙兆卜入る．三郷唾二霜の庶子、たしの

だ″『水凝庄』に、二二雷は一一霜硝難とい、っのほ『滴だ。嶋唾二郷鱒の一曲此高崇上にある。境の

西南に竹聞寺水があ〃-鴫の南にまだ両小水が調い、乱減しＴ洛水→Ｌ入る・粟経謹に杜傷鶏

水が一合塔の崇左瞳でこいうのが刀韓川氷た。禦谷》小：含すマ《トし一《ぴか磐前の散小水膚、皇

要』と李ぱい部魚『｝鴎か刀鎧Ⅷ-と～一の、が昌谷上一八の大栄洲了即方今の刀韓川一次。へ鯛老）

-

今

0



授ず一る嗅杜暘鶏け即ち昌谷了名産雲恥するだけのものである。『軒志』が一三一Ｌ分け了いろ

のは別に根拠があるの了お弓う。いま何二、つして府く．

渠
谷
水
全
線
水
面
賓
水
厭
染
水
漢
泉
水
共
水
臨
亭
川
氷
豪
水
黒
澗
水
読
水
這
水
葬

渓
水
鳳
凰
川
康
距
泉
柳
川
犢
王
崇
蛎
龍
川
洋
壱
川
買
《
宗
三
蒙
石
黄
泉
馬
髄
泉
野
狐

泉
泊
弛
建
涜
蛇
讓
石
涙
請
涙
甘
渓
姻
脂
潅
毒
蛾
潭
誌
薄
米
井
堅
丼
扱
倒
丼

票
谷
水
以
下
Ｅ
ノ
い
て
沁
壼
舅
這
と
涙
込
乞
か
多
Ｖ
が
、
す
べ
て
他
の
撫
会
に
剛
す
壹
二
一
后
写
Ｌ
た
Ｌ

の
か
今
だ
け
で
池
察
せ
・
ら
細
ろ
』
よ
う
辰
昌
谷
は
古
宋
し
ば
し
ば
戦
場
で
弱
っ
丙
戟
孝
付
箔
と
常
に
自
然
の
鈍

形を漁葵する．李濤の宝居Ｌ産一考②昌谷何《か私の琴逼に影ら椚了か洞の昌谷誌篇仮保存ざ洞

届
も
の
の
ほ
か
は
．

一
九
皿
囲
年
の

一
九
佃
囲
年
の
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
了
の
約
一
ヵ
月
-
杓
辰
し
何
河
顔
省
の
鄭
・
開
封
、
獄
郷
な
ど
を
転

々
と
し
た
。
賂
湯
、
宜
陽
⑦
方
向
を
や
け
つ
く
よ
、
っ
な
尾
い
て
鑿
人
だ
だ
け
だ
っ
屋
新
郷
か
ら
汽
車
工
一
千
分

（
こ
げ
ど
の
刺
で
一
週
悶
ば
か
り
漁
妨
丁
も
ら
っ
涙
家
の
主
灯
末
漂
程
朗
這
の
子
熟
と
ｒ
ｚ
-
と
た
う
病
．
そ

の
主
の
男
⑦
子
付
片
手
め
小
娼
⑦
根
も
と
か
ら
も
・
こ
本
小
ざ
、
な
指
か
生
え
て
Ｖ
庵
本
人
も
飼
囲
⑦
人
も
、
莞

舸
乏
剃
（
何
と
孔
考
え
て
い
〃
い
よ
、
つ
だ
フ
た
刹
葵
な
ぞ
切
子
と
仲
よ
く
肺
り
．
ヲ
漱
い
だ
手
里
拳
目
の
指

の
手
触
り
脚
、
わ
侭
し
一
卜
水
“
よ
う
な
蓬
Ｊ
愛
息
じ
ぺ
せ
た
．
家
の
主
口
演
か
明
け
弓
と
箕
と
鍬
を
毒
か
う

押し一／け鱗，拭元家査出た。畑広切くと、げっ人と一本きりＱ一ざれた全しい陰てごｚ／りと横に万

うた。等の一日か鐺く三十年の歳月ぶり恥まざまざと、わたしに薄るこ些かあう。｜…母一他

鎖
瀕
し
た
の
で
あ
ろ
う

へ

底
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